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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は、ティッシュエンジニアリングによる骨格筋組織作製において、iPS 細胞等より誘導し

た筋細胞と神経細胞の２次元培養および３次元培養による複合組織作製を行い、神経-筋接合に基づ

いた機能を生体外で再現できるモデルを構築することに成功するとともに、これらのモデルが筋疾

患等の治療薬開発における薬剤スクリーニングシステムに適用可能であることを報告している。こ

れらの成果は、化学システム工学上重要な知見を得たものとして価値ある業績と認められる。よっ

て、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


